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第39次越冬隊 ・第40次夏隊帰国
第39次 越 冬 隊(澁 谷和 雄隊長 以 ド38名)及 び
第40次 夏隊(白 石和 行隊 長LV.卜.20名)は,南極
地域 に お け る任 務 を終 え3月28日 夕刻,シ ドニ
ー よ り空路 で 成田 空港 に帰 国 した,
● 帰 国 ゲー トの周1)には,11111迎えの 家族 や関係 者
が 大勢 詰め か け,隊 員の 元気 な姿 を見つ け る と拍
手 と歓声 が沸 き,無 事の帰 国 を.1專ぴあ うな ど,空
港 ロ ビー は ・頻 り賑 わ った.
第41次南極地域観測隊冬期総合訓練
国.、'tl極地研 究 所 は,3JJ8日 か ら12|[の5　LI
間 にわた り,長 野 県安曇 村 の乗鞍nF山麓 にお いて






日 目第41次 南極地域観 』1隊冬期総 合訓練1
・テラノバ ・ピ ーーチ の思い出2






この 訓練 は,第41次 南極 地域 制}1{1隊員fr突袖 者
が 南極 にお け る行 動 と安 全 に関す る理 解 を深 め,
非'常時 に役 ㍑つ サバ イバル技 術 を習 得す る こ とを
Il的と して行 われ た もの で,隊 員候補 者,講 師及
び関 係 者 ら85名 の 参加 を得 た,
訓練 には,文 部 省南極 地域 観 測統 合推進 本 部か
ら村'rl|雅"叉t'委員,」上1日|.山祭f'」ζ:イ・1}」:。果監llll'ドfら力鄙見察
に訪 れ,第41次 隊 へ の期 待 を述 べ,参jJII者を激
励 した.ま た,村 山委 員に よる1南 極 探検 か ら南
極観測 へ」 と題 す る講 話 も行 われ,日 本の南 極 観
測の 歴 史 を築 いた 講師 自らの 謙語 に,候 補 者 らは
熱心 に聞 き入 って いた.
訓練 は,講 義 ・実技 と盛 りだ くさん の プロ グラ
ムが組 まれ,深 い積雪 の中,地 図 と磁 石 と歩測 を
頼 りに 日的地 に到達 す るルー トL作 訓 練,氷 点.ド
の雪 原 で野 営 す る サバ イバ ル訓 練,歩 くス キー,
゜1勺」文l!イ 「}支系禄1今f|升銑iノく学/;先人二'L芦力{d勿手:1'1}:liJ1:ラ芒科 ・
極 域 科 学 専 工文人 学 者
・観 測 隊 便 り
・甫 極 月 別 気 象 状}}己
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滑 落停止な どの技術 を身 につける雪上訓練 など,
初 めて経験す る者 も多 く,南極での非常時を想定
した訓練だけに,参加 した候補者は真剣 に取 り組
んでいた.
また,こ の訓練 は,隊 員候補者が一堂 に会する






国 共同観測 と して イ タ リア国 の テラ ノバ ベ イ基 地
(Baia　Terra　Nova　Station)　に1滞在 し,陸 上 植生
の観測 を行 った.昭 和 基地 で の越冬経 験 はあ る も
の の外 国基 地 を訪 れ るの は初 め て の私 に とって,
隊 の構 成 ・基地 の構造 ・基 地生 活 ・設営 な ど,多
くの点で の 日本 隊 との違 いが とて も鮮 烈 に感 じら
れ た.特 に印象 深 かっ た点 を中心 と して,イ タリ
ア基地 の現況 を報 告 したい.
基 地 は静か な湾 に突 き出 した半 島部 にあ り,湾
を挟 ん だ30kmほ ど向 か い に は標 高2500mに達
す る休 火 山Mt.　Melboumeがそ び え,純 白の 端
正 な姿 を湾 に映 して い る.風 も比較 的穏 やか で,
風 光 明媚 なリゾー ト地 とい った趣 があ り,隊 員 達
は基 地名 テ ラノバベ イ をも じっ て,テ ラノバ ・ビ
ーチ と呼 んで いた.い か に も陽気 な イ タ リア人 ら
しい 基地 で あ った.
2.基 地の概 況
テ ラ ノ バ ベ イ基 地 は,ロ ス 海 に 面 した 露 岩
Northem　Foothillの北 東部(南 緯74.4度,東経
164.1度)に位 置 す る.背 後 はす ぐに,丘 陵 か ら
標 高1000mを越 え る山岳 へ と連 な る.付 近 の 山
岳 には至 る所 に山岳 氷河が 発達 してい るが,基 地
周 辺 のみ は積 雪が非 常 に少 ない.こ のた め除雪 も
楽 だ そ うで,12月 初 旬 の段 階 で基 地 内 に雪 は全
く見 られ なか った.
本 基 地 は夏 の み の基 地 で,10月 末 か ら2月 下
旬 の1シ ーズ ンは3レ グに 分か れ1レ グ当 た り約
80人が 滞在 す る.観 測 隊 員 は 通常 単 一 の レ グに
のみ参加 し,複 数の レグにまたがる こ とはないが,
設 営 系の 隊員 は1シ ーズ ンを通 して,も しくは2
レグに またが って参加 す る ことが基 本 で,基 地運
営 を円滑 に保持 してい る.
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1.基地全景
ヘ リコプターか らの基地全景 .左上方 に燃料タ ンクが見える.中 央下の青
いT字 型の 建造 物が基地の主要部,そ の 上方の2棟 の灰 色の大 きな建物
は,右 が倉庫,左 が作業 ・車庫 棟.
基地長 は専 門職で,そ の下 に は秘 書がお り,日
常 業務 を取 り仕 切 ってい る.い か に も秘書 然 と し
● た女性 で,基 地長 と同列 の権 限 と働 きを担 って い
る ように見 えた.さ らに,イ タ リア空軍の 若い軍
人が管 制官 とな り,ヘ リオペ を中心 と して観測 ・
設 営作 業 に携 わ る全 ての 隊員 の位置 ・行動 を把 握
してい る.
3.航 空機 の利 用
ニ ュ ージ ーラ ン ドと基 地 とを結 ぶLC-130大型
輸 送機,マ クマ ー ド,ド ー ムC,デ ュモ ンデ ュ
ル ビル などの南極 内の基 地 をつ な ぐ双発 の小型機
ッ イ ンオ ッ ター,基 地周 辺 を移動 す る際 の2機
のヘ リコプ ターが活 遷 してい る.
イ タ リア空 軍 のLC-130は,10月末 の 基 地 開
きか ら12月始 め までニ ュー ジー ラ ン ドの クラ イ
ス トチ ャーチ とテ ラ ノバ ベ イ基 地 の 間を運 行 し,
燃料 以外 の主要 な物 資 と隊 員 を輸 送す る.都 会 か
ら約7時 間 の フ ラ イ トで 基 地 に 入れ るた め,気
がつ い た ら南 極 に来 てい た といっ た感 じで何 とも
拍子抜 けす る.近 づ いて くる南極 を上空 か ら眺 め
られれ ばいい のであ ろ うが,残 念 なが ら輸 送機 で
あ り,快 適 な眺望 は望 むべ くもない.滑 走路 は基
地前 の海氷 上 に設 け られ てい るが,積 雪 が非常 に
少な く,ほ とん ど青氷 の状 態 であ った.巨 大 な刷
毛 を引 きず った よ うな車両 が,海 氷面 を なら して
いた.
ッ インオ ッター は シーズ ンを通 して盛 んに使 用
され てい る.は じめ は海氷 上 の滑 走路 を使い,危
な くな る と10kmほ ど離 れ た安 定 した氷河 上 の
滑走路 を利用 す る.機 体 はカナ ダか らの レンタル
で,パ イロ ッ ト ・メカニ ック と もカナ ダ人で あ っ
た.航 続距 離 を伸 ばす ため,キ ャビ ン内 に燃 料 ド
ラ ムを積 み込み,こ こか ら燃 料 タン クへ と飛行 中
に給 油す るの には驚 か され た.始 動 か ら離 陸 まで,
ものの15分 もか けず,ま るで ヘ リコ プ ターの よ
うな気軽 さで飛 び立 ってゆ く.
5人 乗 りの ヘ リコプ ター2機 はHelicopter　N w
Zealandからの チ ャー ター で,パ イロ ッ ト3名,
整 備1名 もニ ュ ー ジー ラ ン ド人 で あ っ た.ヘ リ
ポ ー トは基地 主要 部か ら100mほ どの所 に3基 用
意 されてい るが,コ ール タールは使 われ てお らず,
石 組 の 上 に角 材 を2層 に交差 させ て ボ ル ト締 め
した もの であ った.環 境 と撤去 時 を考 えての設 計
だ そ うで あ る.通 常,ヘ リコプ ターは基 地周辺 の
野外 観測'支援 に使 われ てい る.観 測 にはキ ャンプ
を行 わ ない方針 で,観 測 隊員 の ドロ ップオ フ ・ピ
ックア ップに連H　lOフラ イ ト以上 が 実 施 され て
い た.
これ らの航 空機,特 にLC-130とツ イ ンオ ッタ
ー に よ る輸 送 の意 味 を痛 切 に感 じた事 件 が あ っ
た.私 の滞 在 中 に,ド ー ムC基 地(テ ラ ノバ ベ
イか ら約1000km内陸)で 怪 我 人 が 出 た の で あ
る.急 遽,ッ イ ンオッターが医 師 と共 に飛 び立 ち,
怪 我 人 をピ ックア ップ してそ の 日の うちにマ クマ
ー ド基地 へ移 送 ,翌 日にはLC-130でクラ イス ト
チ ャーチ の病 院に着 き,無 事 治療 を受 け てい る.
ク ライ ス トチ ャーチ まで 同行 した 医師 は,1週 間
後 に またテ ラ ノバベ イ基 地 に戻 って きた.こ の事
件 を目の当 た りにす る と,日 本 の ドー ム基地'計画
は,ま さに神風 的 な オペ レー シ ョンで あ った よ う
に さえ思 えて くる.
4.建築
基地主要部 は一部2階 建ての高床式 のT字 型
－
rイ 「 ↑㍉ ・。、コ
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＼.rン ジ
口 固 口 固 口.v-L-'.:二
三一一/
/
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2.基地の中枢部
1階部分 に各種観測室が並び,2階 は管制,気 象,基 地長室などからな る
中枢部分.建 物前の地面に並べ られた角材 は,船 か ら陸揚 げされるコンテ
ナの土台として置 かれ たもの
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の建物 で,寝 室,食 堂の ほか に,観 測 ・管制 ・気
象 ・通信 ・図書 ・隊 長室 な どが 一 つ に まとまっ て
い る.す なわ ち,こ の一棟 だけで基 本的 な基 地生
活が完 結 す る ようにな ってい る.コ ンテナ を組 み
合わせ る工法 で作 られて お り,非 常 に簡 単 に組 み
あが ってい る.
基 地敷 地内 に も数 多 くの コ ンテ ナが角 材の上 に
並 べ られ倉庫 として使 わ れて いる.い くつか の コ
ンテ ナは熱交 換器 を組 み込 ん だ もの で,野 外 で そ
の ま ま冷蔵 庫 ・冷 凍庫 と して使 用 され て いた.1
月 中 旬 に接 岸 す る船 の貨 物 も全 て コ ンテ ナで あ
り,こ れ らは陸揚 げ され た後,同 様 に基 地内 に並
べ られた角材 の足 場 の上 に並べ て置 かれ る.貨 物
がそ の ま ま一 時 的 な倉庫 に なるわ けで,非 常 に効
率 が よい.冷 凍庫 コ ンテ ナ もその ま ま運 ばれ て き
て,そ の ま ま冷凍 庫 と して機 能す る わ けであ る.
作業 棟 ・倉 庫棟 に当た る建築物 の規模 が非常 に
大 きいの も印 象的 で あ っ た.大 型 の消 防 車 か ら,
ヘ リ コプ ター まで 格 納 す る スペ ー ス が あ り,金
属 ・木 材加工 機械 も大 型 の物が豊 富 にあ って,ど
ん な もので も作 れ るそ うで あ る.単 に大 きい だけ
で な く,そ の 中に資 材 を詰 め込 め るだけ詰 め込 む
こ と をせず に,な ん とな く広 々 と使 って い る,と
い う ところ に 日本 との違 い を感 じさせ る.
5.廃 棄物 ・環境 保 全
紙,プ ラスチ ックの排 出量 が信 じられ ない ほ ど
多い.各 水 道 には ロール状 のペ ーパ ー タオルが備
わ り,通 常 の手洗 い でハ ンカチ ・タオル を用い る
こ とは ない.も とよ リハ ンカチ ・タオル を持 って
い る隊 員 を見 るこ とが ない のであ る.食 事 用の ト
レイには必ず ラ ンチ マ ッ ト状 の紙 を敷 き,紙 ナ プ
キ ンを使 う.24時 間使 え る コ ー ヒー ・ア イスサ
ーバ ーマ シ ン等 には備 え付 けの一 回使用 のプ ラス
チ ック製 カ ップを使 い,飲 み終 わ った ら捨 てて い
る.イ タリア人の食 後 に欠 かせ ないエ ス プ レッ ソ
コ ー ヒー には,必 ず た っぷ りと砂 糖 を入 れ るが ,
この際撹 絆す る 「へ ら」 まで も使 い捨 て のプ ラス
チ ック製で あ る.パ ーテ ィーな どで冷菓 や ケー キ
を盛 る際 も,す べ て使 い捨 ての プ ラスチ ック皿 を
用 い る.排 出 される大量 の紙 を含 む可燃 物 は焼 却
処 分 され,灰 は ドラ ムに詰 めて持 ち帰 られる.プ
ラスチ ックな どの不燃 物 は その ま ま持 ち帰 りとな
る.夏 のみ の基地 で あるか らこそ,こ の よ うな処
理 法 で何 とかな る とい うこ とで あ ろ うか.
とにか く,ゴ ミを減 らそ うな どとい う態 度 は微
塵 も見 られ ない.そ のかわ り,絶 対 に捨 て て帰 ら
ない.基 地敷地 内 も,時 折 隊 員が ボ ランテ ィア作
業(観 測 部門単 位 で 自発 的 に行 う)と 称 して ゴ ミ
拾 いに回 ってお り,塵 一 つ ない.ま さに,釘 ・一本 旨
落 ちてい ないの で あ る.こ ん な基地 が南極 にあ る
とは信 じられ ない思 いで あ った.と にか く全 観測
隊員が南 極環 境 の保 全 につい て徹 底 的 に教育 され
てお り,特 に若 い隊 員の環境 に対 す る意識が 非常
に高 い.
設営 的 に も環境 モ ニ タ リングの専 門隊員が 常駐
してお り,大 気 汚染,排 水 浄化 のモ ニ タ リングを
行 って る.大 気 汚染監視 用 に は,基 地 の東西 南北
そ れ ぞ れ100mほ どの所 に ヴ ォ リュー ムサ ンプ
ラーが設 置 され,大 気 中 の粉 塵,重 金属 な どをチ
ェ ッ ク してい た.ま た 汚水 処理 棟 の各 処 理段 階
(原排 水 ・固形 物 除去 後 ・　UV処 理後)で 毎 日採
水 し,排 水 の 生 物 的 ・化学 的水 質 を測 定 してい
る.結 果 として,イ タリアの 国内 法(ヨ ー ロ ッパ
で も厳 しい とい う)を ク リアす るほ どの きれ いな
水 と して海 洋投 棄 で きて いる そ うであ る.
6.観 測支 援
もっ とも強 く感 じた こ とが,こ こが 観測 の ため
の 基地 で あ る,と い う当 た り前 の事実 で あ る.5
人ほ どの 若い兵 士 が山岳 ガイ ドとい う役職名 で参
加 してお り,海 氷行 動 ・潜水 作 業の ような危 険 を
伴 う観測 の際 に は必 ず 同行 して,先 導 ・補助 を行
う.車 両 の運転 も彼 らの役 目で あ る し,重 い機 材
も彼 らが 全て運 んで くれる.む しろ,や らせ て く
れ ない ので あ る.
ヘ リオペで は,必 要 が あれば夕 食後 の数時 間の
観測 のため にで もフィール ドまで送迎 して くれ る.
また,野 外 観測 エ リア のあち こち に ドラム教本 ず
つ の燃 料が 備蓄 して あ り,必 要 に応 じて数百 キ ロ
遠 方 の観 測 地 まで も行 くこ とが可 能 に な って い
る.オ ペ レー シ ョンに よっては一 日ヘ リを借 り切
って,あ ち こち を転 々 と しなが ら観 測 して回 る こ
ともで きた.ま さに,殿 様気 分 であ った.
基 地 か ら数 十 キ ロ離 れ た南 北2カ 所 の 山 の上
には,ソ ー ラーパ ネル駆 動 の無 人の レピー ター が
設 置 され てお り,基 地 か ら100kmの範 囲で あ れ
ば携帯 型 のVHF無 線 機 で何不 自由 な く通信 が可
能 である.こ こか ら観測 の進行 状況 を随時知 らせ
るこ とによ り,最 初の予 定 よリ ピックア ップ を早
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め た り遅 らせ た りと,柔 軟 な オペ レーシ ョンが可
能 であ った.こ の柔 軟 さが あだ とな り,逆 にヘ リ
オペ の 都 合 に よ って は,「15分 後 に ピ ッ クア ッ
プ」 との連 絡 がい きな り入 って しまうの には閉口
したが,
気 象 は研 究観 測 を全 く行 ってお らず,野 外観測
支援 に徹 して いた.米 軍 の衛 星デ ー タを取 り込 む
こ とで,地 域 別 の詳 細 な天 気 予報 を行 う.ま た,
野外観 測 エ リアの 要所要所 に設置 した,ソ ーラー
パ ネル駆動 の無 人の 野外 気象 観測 ス テー シ ョンか
らのデー タを衛星経 由で気象室 に集積 し,そ の 日,
観 測予 定 地が どの ような気 象条件 であ るのか を教
えて くれるの であ る.天 候,気 温 は もちろ んで あ
るが,ヘ リの 運用 に欠かせ ない風 速の デー タも準
リア ル タイムでわか るよ うにな ってい る.昭 和 基
地周辺 に比べ て遥 か に複雑 な地形 を して い るこ と
もあ り,この ような気象 ステー シ ョンネッ トワー ク
は,野外観 測 に欠かせ ない シ ステ ム となってい た.
7.お わ りに
今 回の イ タリア基地で の経験 は,非 常 に貴重 な
もの であ った.観 測 は もち ろ んの こ とであ るが,
環境 も思 想 も全 く異 なる外 国基地 で短い 間 なが ら
生 活で きた こ とは,日本 の南 極 観測 に対す る,これ
まで とは異 なる視点 を与 えて くれた.こ の経験 を,
今後 の南極観 測 に少 しで も生 か して ゆ きたい.
(筆者:国 立極地研究所研究係助D
ゴ ー ドン ・リサ ー チ ・カ ン フ ァ レ ン ス
に 参 加 し て
加 藤 明 子
1999年3}」7-12日,アメ リカ合衆 国 カ リフ ォ
ルニ アの リゾー ト地 ベ ンチ ュ ラで 開かれ た ゴー ド
ン ・リサー チ ・カ ンフ ァ レンスに参 加 した.こ の
会議 は1997年に続 き第2回 目の根 城 海 洋科 学 の
集 ま りであ り,メ インテーマ は"極 域 海洋 におけ
る カーボ ン フラ ックス"で あ った.私 自身 は カー
ボ ンフラ ックスに関 して全 くの素 人であ り,多 く
の講演 につ いて理解 す る こ とは難 しか ったが,よ
く準備 され て筋の通 った講演 は なん とな く理解 す
るこ とがで きた.海 の 中での物 質 の動 きを定量 化
した り,海流,氷,雪,風 生 物 な どの影響 を評 価
す る試 み は興 味深 か った.ま た海洋生物 学者 と海






この学 会 の特 徴 は 「十 分 な議論 をす る」 ことと
「文 章 と して何 も残 さない 」 こ とで あ る.そ のた
め.・人 の講演 時間 は40分 間 と長 く,各 講 演 のあ
とに20分 間の 質疑 応 答時 間 を と って いた.さ ら
に,「十 分 な議 論 をす る」 た め に毎ll昼食 か ら夕
食 までの 間 はポ ス ター セ ッシ ョンのみ で,フ リー
タ イム に な っ てい た.ま た 会 場 は1っ だ け で 並
行 して 開 か れ る講 演 が な く,そ のた め 参 加 者 は
120名で,講 演 者 数 は23名 と他 の国 際 学 会 に比
べ る とか な り少 な く感 じた.国 際学会 に参 加 する
と,脳 が オー バー フ ロー した ようにな り疲 れ果 て
て終 わ る ことが 多いが,今 回 は 多 くの 分野 の異 な
る研 究者 と話す 機会 が もてる な ど,学 会を楽 しむ
こ とがで きた.
私 自身 の発表 はい わば番外 編 であ り,メ イ ンテ
ーマ であ る カーボ ンフ ラ ックス とはあ ま り関係 の
ない もの であ ったが,な ぜ か優 秀発表 賞 をい ただ
い た.小 難 しい話 の 中で私 の話 は比較 的分 か りや
す く,ま たペ ンギ ンが 主役 で あったた め に親 しみ
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1月の天候 は12月に引 き続 き荒天の 日が続 き
夏期作業 に悪影響が あ った。7日か ら10日にか
けては連 日外出禁止令が発令 されるほどの強風が
続いた。特 に下旬 には旬別平均風速が9.6m/sを
記録 し持 ち帰 り物資の空輸に神経の休 む暇 もな く
経過 した.元 旦 は,年 男2名 が鏡 割 りを行 い カ
ンパイ,お せち料理 を食 し,記念撮影等が行われ
た.3日 には薄 ら寒 く強風の中,氷 上輸送で運ば
れて きた40次隊物資の荷受 けが終了 し,休 む暇
もな く4日 よ り大型持 ち帰 り物資 の氷 上輸送 を
開始 した.11日,発 電装置更新のため常用発電
装置 は停止 し,非 常発 電装 置に切 り換 え送電 し
● た.発 電容量不足か ら節電を余儀な くされ,厳 し
い電力事 情の中大 きな トラブル もな く経過 した.
31日130kt水槽 の清掃 をもって全 ての作業は終
了 し,2月1日 越冬 交代式を行った後夏期作業 支
援隊員 を除 きしらせ に帰艦 した.
野外 活動 は,17日ドーム旅行隊の しらせへ の
ピックアップ,18日には荒天の合 間をぬ って グ
ラブサ ンプ ラー気球の放球,19日は海氷上に着
陸 していたサ ンプラーの回収飛行が行われ順調 に
回収された.
娯楽では,し らせがアム ンゼ ン湾に向け一時 昭
和基地 を離れた20日を休 日日課 とし両隊 の親睦
を深める親善 ソフ トボール大会が開かれた.
2月
2月1日 越 冬を終 えた39次隊 と越冬 交代式 を
行い基地設備の運営,観 測,設 営業務の引継 ぎを
行い実質的 な越冬体制 に入 った.
2月の天候 は1月 とはうって変わって好天気の
日が多かった.主 な作業は先月に引 き続 き建築,
機械設備 を中心 に多 くの作業 を行われた.遅 れ気
味であ った作業 は順調 に経過 し,19日予定 して
いた夏期作業は概 ね終了 した.
また,南 極環境保護法の施工 に伴 い廃棄物の野
焼 きが禁止 された ことに伴 い各作業現場 か ら発生
する梱包材 の処理に多 くの時間 と人手が必要 とな
った.
20日に基 地 に残 り作 業 を進め ていた夏 隊員3
名 と39次隊員5名 が,ヘ リ最終便 で基地 を飛 び
立 ち40次隊員のみ となった.基 地 では福島ケル
ンに越冬中の安全を祈願 し,越冬成就の決意を新
たにした.
野外活動 は2日 か ら16日にか け,　GPS観}則,
地質調査等がスカーレン,ス カルブス ネス,雪 鳥
沢,S16の地点で実施 された.
生活では,総 合防災訓練,防 煙消火用具の使用
方法等 の講習 を行 った.28日には2月 の誕生会
を催 し豪華 な料理 を楽 しんだ.隊 員は夏期作業 の
収束 とともに落 ち着いた越冬生活 を送 っている.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 seh}evel)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwindspeed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.
　 windspeed,10-min.mean)　(m/s)
最 大 瞬 間風 速(Gust)　(m/s)
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【極地豆事典】
漂流する大氷山
極 地の海 を漂 う氷 山は,陸 上 に降 り積 もっ
た雪 が生みの親である.雪 が永い年月 をかけ
て圧縮 され てで きた氷河や氷床 の末端 か ら分
離 して,海 に流れ出 した氷塊である.南 極で
は氷 床の消耗過程 に氷 山分離が大 き く寄与 し
ている.ま た氷 山の融解 による淡水供給は,海
洋表層の環境 に影響 を及ぼす ことか ら,海 洋
学的 にも氷 山の漂流は興味深い.広 大 な棚氷
か ら生 じる氷 山の多 くが,テ ーブルの ように




て追跡 され てお り,そ れ ぞれD-11および
D-12の識別番号が付 け られてい る.櫛 は
約100㎞ もの長 さがある.人 工衛星の他,航
空機や船舶か らの氷山情報が集約 され るNIC
で は,長 さ10マイル(約1&5km)以上の氷
山それぞれ に番号 を付 けて監視 し,各 氷山の
位置 とサイズを毎週公 表 してい る.識 別番号
のアル ファベ ッ トは氷 山が発見 された海域 を
表 し(経 度0度 か ら反時計 周 り90度毎 にA,




起源 とする.西 向 きの南極沿岸流 に乗 った氷
山は,約6　～　9　kmldayの速 さで漂流 し,簿一12'
は8月15日 に昭和基地の北西85kmまで達 し
た(図1).セ スナ機か ら観察 した越冬隊員 も
その巨大さに圧倒 された と言 う(写真2).
主 と して風 に支配 されて流れ る薄い海氷 と
異 な り,厚 さ数百mも ある氷山はその吃水が
深いために海流の影響を強 く受 ける."天然 の
浮標"と も言 える氷 山の動 きか ら,海 洋循環
に関する情報 も得 られる.
極域のあちこちで大小無数の氷 山が漂流 し
なが ら融 けてい る.航 海の安全確保か ら始 ま
った氷山の監視 も,今 や地球規模の水 循環 を
理解する上で不可欠な観測 となっている.
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